
『
完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』

研
b々
プじ

戸ー¥

一一、、ー'〆

本
編
は
ア
パ
ヤ

l
カ
ラ

グ
プ
タ
編
『
完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』

ミ礼的
H
U
Q
3
3
Q
円
、
さ
を
ミ
内
(
第
七
ー
十
章
)

の
和
訳
で
あ
る
が
、
拙
稿
「
『
完
成
せ

る
ヨ

1
ガ
の
環
』
第
二
章
訳
注
」
『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
五

号

一
二
三
ー
ー
一
二
九
頁
お
よ
び
「
『完
成
せ
る
ヨ

1
ガ
の
環
』
研
究
(
一
)
」

『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
三
十
六
号
二
一
九
l

一
四
四
頁
に
続
く
も

の
で
あ
る
。

テ
キ
ス
ト
は
、

バ
ッ
タ
チ
ャ
ル
ヤ
版
(
[
回
F
E
H
R
E
ω
-q

ヨ
-
S∞
]
略
号
い

回
古
)
を
基
本
と
し
、

リ
l
版
(
[
宮
。
N
C
C
ム
]
略
号
一
円
。
σ)

を
も
参
照
し

た
。
現
在
、

二
十
本
以
上
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、

れ
ら
の
内
、
特
に
ア
l
シ
ャ

1
・
サ
フ
ク
テ
ィ

(
カ
ト
マ
ン
ド
ウ
)
所
蔵

Z
0
・

N
-
E白
(
略
号
C
)
、
ネ
パ

1
ル
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の

Z
0
・
ω
¥
∞
∞
吋
(
略
号
E
)

お
よ
び

Z
O
-
-
¥
ニ]
ω

(

略
号

G
)
(
[
E
E口。
B
ω
ロ
ロ
貯
↓
ω
の芭片山ぜ

g
-∞∞}]

に
所
収
)
、
世
界
宗
教
高
等
研
究
所

(
-
g
t
E
Z
F円
〉
(
守
山
口

2
己
∞

E
岳

2
0『

1L 

武

蔵

--IE
/
 

さ

2
5
問。
-
-
m
E
E
{同
〉
∞
さ
2
・
Zσ
宅
J

ヘ
。
円
片
)
所
蔵
の
玄
玄
∞
-
-
N
N
ム
(
略
号
一

R
)
を
参
照
し
た
。
他
の
写
本
に
関
し
て
は
[
回
U
F
D
σ
B
ω
ロ
ロ
貯
斗

R
E片山
4
5

]
∞
丘
一
一
対
〈
比
包
M

]

[

森
一
九
九
四
一
一
四
二
ー
一
四

O
]
[立
川

一
九
九
五
一

一
ニ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

訳
注
は
パ
ッ
ク
チ
ャ
ル
ヤ
版
を
訂
正
し
た
箇
所
な
ど
最
小
限
に
留
め
た
。

第
七
章

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
l
ム
リ
タ
・
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

そ

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

1
ム
リ
タ
(
金
剛
甘
露
)
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
〔
金
剛
〕

龍
の
中
の
法
源
の
中
央
に
あ
る
楼
閣
の
内
に
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

そ
の
芯
の
上

の
月
輪
の
上
に
栄
え
あ
る
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

l
ム
リ
タ

(
l
)
が
い
る
。
薩
埠
坐
に

の
緑
色
で
、
プ
リ
ヤ
ン
グ
樹

坐
り
、
〔
身
色
は
〕
プ
リ
ヤ
ン
グ
樹
の
〔
花
の
〕

の
〔
花
の
〕
緑
・
白
・
赤
の
中
央
・
右
・
左
の
三
面
を
有
し
、
手
首
や
腕
の
き

179 



第22号

ら
び
や
か
な
飾
り
や
衣
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
六
管
を
有
し
、
金
剛
と
鈴
を
持
つ

二
本
の
管
に
よ
っ
て
自
分
に
似
た
姿
の
智
(
妃
)

を
抱
く
。
〔
残
り
の
〕
右
の

人間文化

二
子
で
円
輪
と
剣
を
、
左
の
二
手
で
索
と
鈎
を
持
ち
、
赤
色
の
光
背
を
有
し
、

寂
浄
と
恋
情
の
「
味
」
の
か
た
ま
り
そ
の
も
の
で
あ
る
。

東
方
の J¥
花方
弁の
に花
は弁
白の
いZ女
サ神
ウ
ム
ヤ

2 

(
2
)
が
い
る
。
白
・
青
・
赤
の
三
面

を
有
す
る
。

南
方
の
花
弁
に
は
黄
の
サ
ウ
ム
ヤ
ヴ
ァ
ダ
ナ
l

3 

が
い
る
。
黄
・
白

赤
の
三
面
を
有
す
る
。

西
方
の
花
弁
に
は
赤
い
チ
ャ

1
ン
ド
リ

l

(
4
)
が
い
る
。
赤
・
青
・
白
の

三
面
を
有
す
る
。

北
方
の
花
弁
に
は
緑
の
シ
ャ
シ
ニ

l

(
5
)
が
い
る
。
緑
・
白
・
赤
褐
色
の

三
面
を
有
す
る
。

東
南
の
花
弁
に
は
青
い
シ
ャ
シ
マ
ン
ダ
ラ
ー

(
6
}
が
い
る
。
青
・
白
・
赤

褐
色
の
〔
三
〕
面
を
有
す
る
。

南
西
の
花
弁
に
は
プ
リ
ヤ
ン
グ
樹
の
〔
花
の
〕
緑
の
シ
ャ
シ
レ

l
カ
l

(
7
)
 
が
い
る
。
プ
リ
ヤ
ン
グ
樹
の
〔
花
の
〕
緑
・
白
・
赤
褐
色
の
〔
三
〕
面

を
有
す
る
。

西
北
の
花
弁
に
は
青
睡
蓮
の
色
の
マ
ノ

l
ジ
ユ
ニ
ャ

l

(
8
)
 
が
い
る
。

青
・
白
・
赤
の
三
面
を
有
す
る
。

180 

北
東
の
花
弁
に
は
金
色
の
マ
ノ

1
フ
ラ

1
ダ
ナ
カ
リ
l

(
9
)
が
い
る
。
金

色
・
白
・
赤
の
三
面
を
有
す
る
。

こ
れ
ら
の
女
神
は
主
尊
と
同
じ
く
六
管
で
あ
り
、
主
尊
と
同
様
の
持
物
を
持

つ
が
、
円
輪
の
代
わ
り
に
月
の
円
輪
(
満
月
)

を
持
つ
。
シ
ャ
シ
レ

1
カ
1

は
、
〔
月
輪
の
代
わ
り
に
〕

一
日
月
(
朔
月
)
を
持
つ
。

3 

第
二
重
の
女
神

第
二
重
で
は
、
北
東
の
隅
に
白
い
プ
シ
ュ
パ

1

(
叩
)

(
9
)
 

が
い
る
。
白
・
青

赤
の
三
面
を
有
す
る
。

東
南
の
隅
に
煙
色
の
ド
ゥ

l
パ
1

(
日
)

が
い
る
。
煙
色
・
白
・
赤
褐
色
の

三
面
を
有
す
る
。

南
西
の
隅
に
金
色
の
デ
ィ

1
パ
l

12 

が
い
る
。
金
色
・
白
・
青
の
三
面

を
有
す
る
。

西
北
の
隅
に
赤
い
ガ
ン
ダ
l

(
日
)
が
い
る
。
赤
・
青
・
白
の
三
面
を
有
す

守

hv

。彼
女
ら
は
順
次
そ
れ
ぞ
れ
の
右
の
主
要
な
手
に
花
寵
、
香
炉
、
細
長
い
灯

台
、
香
水
(
塗
を
水
で
溶
い
た
も
の
)

を
入
れ
た
ホ
ラ
貝
を
持
ち
、
他
の
手
で

は
主
(
中
尊
)

の
持
物
を
持
つ
。

東
等
の
〔
四
〕
方
に
は
ヴ
ァ
ン
シ
ャ

1

(
日
)

ム

(
は
)

ヴ
ィ

l
ナ
l



ク
ン
ダ

l

(
日
)

(
口
)
が
い
る
。
赤
・
黄
・
白
・
煙
色
の

ム
ラ
ジ
ャ
ー

〔
身
〕
色
を
有
し
、
竹
笛
等
の
演
奏
に
専
念
し
て
い
る
。
二
管
と
一
面
を
有
す

る。
4 

四
門
の
女
神

東
門
に
は
天
空
の
よ
う
に
青
い
ブ
リ
ク
テ
ィ

l
タ
ラ
ン
ガ

l
(
日
)
が
しヨ

る
。
天
空
の
青
・
白
・
赤
の
三
面
を
有
す
る
。

南
門
に
は
〔
白
い
〕
パ
ヤ
ビ

1
シ
ャ
ナ

l

19 

が
い
る
。
白
・
青
・
赤
の

三
面
を
有
す
る
。

西
門
に
は

〔
赤
い
〕

(
初
)
が
い
る
。
赤
・
白
・
青
の
三
面

/¥ 

ヤ
lレ

/， 

を
有
す
る
。

、、
‘.. ，，
，
 

-l
 
j
 

北
門
に
は
〔
緑
の
〕
ガ
ナ
ナ

l
ヤ
カ

l

(
引
)
が
い
る
。
緑
・
白
・
赤
褐
色

『完成せるヨーガの環』研究に)(立

の
三
面
を
有
す
る
。

彼
女
ら
は
戯
れ
て
怒
っ
て
み
せ
、
遊
戯
坐
に
坐
り
、
主
尊
の
持
物
を
持
ち

〔
四
門
衛
女
た
ち
は
〕
順
次
そ
れ
ぞ
れ
主
要
な
手
に
よ
っ
て
、
鈎
、
索
、
棒
、

鈴
を
持
ち

わ
ず
か
に
牙
を
む
い
て
い
る
。

5 

神
々
の
姿

こ
こ
で
は
主
尊
は
、
五
如
来
金
剛
の
化
仏
の
付
い
た
、
互
い
に
映
し
合
う
き

ら
め
く
宝
石
で
で
き
た
冠
を
被
る
。
ま
た
、
主
尊
以
外
の
二
十
尊
は

ヴ
ア

ジ
ュ
ラ

l
ム
リ
タ
〔
の
化
仏
〕
、
肥
え
た
カ
ラ
ス
お
よ
び
宝
石
を
冠
に
付
け
、

月
輪
の
上
に
乗
り
、
主
尊
の
よ
う
に
き
ら
び
や
か
な
衣
と
宝
石
と
飾
り
を
有
す

る
。
プ
シ
ュ
パ

1
等
の
十
二
尊
(
叩

1
m
)
の
場
合
に
は
月
輪
の
下
に
二
重
蓮

華
が
あ
る
。

6 

真
言

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

l
ム
リ
タ
の
心
種
子
は

で
あ
る
。
「
オ

l
ン、

ハ
、
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

l
ム
リ
夕、

ス
ヴ
ァ

l
ハ
1
」
が
心
真
言
で
あ
る
が
、

業
真
言
で
も
あ
る
。

他
の
三
種
の
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

1
ム
リ
タ
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
観
想
の
次
第

は
、
『
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

1
ム
リ
タ
・
タ
ン
ト
ラ
』
に
お
い
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

詳
細
に
な
り
過
ぎ
る
の
を
恐
れ
て
こ
こ
に
は
述
べ
な
か
っ
た
。

第
七
章
注

(
l
)

『
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

1
ム
リ
タ
・
タ
ン
ト
ラ
』
て
a.1b
ヨミ
R
Qミ
S
(〈
叶
)
(
金
剛

甘
露
但
特
羅
)
(
『
東
北
目
録
』
四
三
五
番
の
ω
・
5
7
印

N
2・
3
、
『
台
北
版
西
蔵

大
蔵
経
』
四
三
五
番
(
〈
♀
・

5
・刀・

ω
∞N
・『・ム
w

F
印

l

司・

ω
∞
♂
『
・
ム
・
F

白
)
は
、

わ
ず
か
十
二
葉
の
短
い
経
典
で
あ
る
が
、
こ
の
経
典
は
、
世
尊
金
剛

σの。
E

Eω
ロ『乱。
4

0

(
の
ω・
5σu
寸

|
]
2・
】
)
が
女
神
マ
!
マ
キ

1
に
対
し
て
「
大
楽

で
あ
り
、
考
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
尽
き
る
こ
と
も
な
い
、
微
細
な
」
(
の
ω
・

コ
デ
]
)

真
理
で
あ
る
金
剛
甘
露
を
語
る
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
こ

れ ノ¥切
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憾
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入
、
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町

C
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.
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，
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時
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。
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ト
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什
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 d
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h
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n
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h
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α
p
h
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g
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g
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n
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 d
b
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a
r
 d
g
o
d
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α
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柵
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五
-
L
1
:
.
d
矧
て
ど
星
雲
~
会

8
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1ト
時

J
.k
W
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8
濡
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~
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，
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，
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従
う
。
P
は
G
に
一
致
す
る

2
4
P
〈
己
・
∞
P
℃・

5
N
W
『・

N・~・

N二回}内向

E
o
E

N
E包
何

回

E
ロ
七
白
♀
片
山
『
℃
O
(
E
D
m
)
。

(
叩
)
「
主
要
な
手
」
(
司
E
己

F
U
E
W
ω
E
)
を
P
は
「
第
一
の
手
」
の
意
味
で
理
解

し
て
い
る
(
寸
口
J

〈
♀
・
∞
P
℃・

5
N入
・
ド
ト
ム
一
回
4
2
W
1
(甘
口
四
回
)
C
由
)
。
「
第

一
の
手
」
と
は
、
「
最
も
上
方
の
右
手
」
[
立
川
N
C
C
?
N∞
ム
]
な
の
か
、
「
膝
の
上

に
あ
る
最
も
下
方
の
手
」
な
の
か
、
あ
る
い
は
「
右
あ
る
い
は
左
の
三
管
の
内
、

中
間
の
手
」
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
に
お
け
る
管
の
数
え
方
と
ネ

ワ
1
ル
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
る
こ
と
に
関
し
て
は
[
立
川
呂
巧
一
]
∞
N

E
ム
]
に
お
い
て
述
べ
た
。
ネ
ワ

1
ル
人
の
画
家
ガ
ウ
タ
ム
・

R
・
ヴ
ア
ジ
ユ

ラ
l
チ
ャ

l
ル
ヤ
氏
は
「
主
要
な
手
(
管
)
」
を
第
三
の
意
味
に
解
す
る
(
本
論

末
の
マ
ン
ダ
ラ
図
l
参
照
)
。

(
日
)
回
『
y
z
-
N
A
E
-
ω
に
よ
れ
ば
、
東
門
に
女
神
ブ
リ
ク
テ
ィ

l
タ
ラ
ン
ガ

1
、

南
門
に
男
神
パ
ヤ
ビ

l
シ
ャ
ナ
、
西
門
に
ハ
ヤ
ル

1
パ
1
、
北
門
に
男
神
ガ
ナ

ナ
1
ヤ
カ
が
い
る
こ
と
に
な
る
。

P
E
F
。ー-
2・
r
h
w
N
E・
印
に
よ
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
四
人
は
全
て
男
神
で
あ
る
。
し
か
し
、
〈
〉
デ
ル
ゲ
版
円
。
・
コ
σ・
ω
に
よ

れ
ば
す
べ
て
女
神
で
あ
る

(
Z
P
七
-
N
戸

D
O
R
S
m
)
。
「
戯
れ
て
怒
っ
て
み
せ
」

(回
E
W
E
・
h
T
E
-
-
E宵
。

ιE)
と
い
う
表
現
も
こ
の
尊
格
た
ち
が
女
神
で
あ
る
こ

と
を
窺
わ
せ
る
。
こ
こ
で
は
〈
吋
に
従
っ
て
四
人
を
す
べ
て
女
神
(
ブ
リ
ク

テ
ィ

l
タ
ラ
ン
ガ

1
、
パ
ヤ
ビ

1
シ
ャ
ナ

1
、
ハ
ヤ
ル

1
。ハ

1
お
よ
び
ガ
ナ
ナ

1

ヤ
カ

1
)
と
し
て
訳
し
た
。
本
論
末
の
マ
ン
ダ
ラ
図
l

(
ガ
ウ
タ
ム
・

R
・
ヴ
ア

ジ
ユ
ラ

l
チ
ャ

l
ル
ヤ
氏
描
)
に
お
い
て
も
す
べ
て
女
神
と
し
て
描
か
れ
て
い

司
令
。

『完成せるヨーガの環』研究仁.)(立

12 

国『
H

・

s・
ニ
一
ー
号
。
ヨ
昌
吉
凶
芝
山
百
七

g
w
u
g，
一
戸

5
7
f
p
S
F
印一

l
門

E
ヨヨ巴
g
同

)
B
E
E
-
-
前
者
の
読
み
に
従
う
。

(
日
)
注

(
l
)
参
照
。

第
八
章

九
尊
ヘ

l
ル
力
四
種
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣

四
種
の
九
尊
へ

1
ル
カ
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
寵
の
中
に
法
源

〔
が
あ
り
、

そ
の
中
に
〕
楼
閣
が
あ
る
。
ま
た

「
十
六
管
〔
の
へ

l
ル
カ
〕

場
合
に
は
〔
第
一
章
の
〕
文
殊
金
剛
マ
ン
ダ
ラ
に
お
け
る
よ
う
に
十
輯
輪
も
存

す
る
」

と
い
う
第
二
の
考
え
方
も
あ
る
。

2 

十
六
皆
へ
!
ル
カ
・
マ
ン
ダ
ラ

2
・
l

中
尊
十
六
皆
へ

l
ル
カ

楼
閣
の
中
央
に
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

フ会
ン ノ
イ

夕、j

ラZK

77Z 
ン、

ド
フ

そ
の
中
心
の
上
の
う
て
な
に
ハ
リ

ヒ
ラ
ニ
ヤ
ガ
ル
バ
(
ブ
ラ
フ
マ

1
)
、
プ

ハ
ラ
(
シ
ヴ
ア
)
、

の
姿
を
採
る
四
魔
〔
が
い
る
が
、
彼
ら
〕

は
四
脚
で
立
つ
。
裸
で
、
九

の
心
臓
の

上
に
あ
る
日
輪
の
上
に
彼
〔
へ

l
ル
カ

(
l
)〕

つ
の
〔
演
劇
の
〕
味
(
ラ
サ
)

を
伴
っ
て
二
脚
で
半
伽
に
坐
り
、
他
の
二
脚
で

展
右
の
姿
勢
で
踊
っ
て
い
る
。
逆
立
っ
た
赤
褐
色
の
髪
に
二
重
金
剛
が
付
い
た

冠
が
輝
き
、
額
の
上
に
は
五
つ
の
人
頭
が
支
え
な
く
し
て
飾
ら
れ
、

五
仏
の

〔
化
仏
の
〕
冠
を
被
っ
て
い
る
。

(へ

1
ル
カ
は
〕
青
色
〔
の
身
体
〕

で
、
十
六
皆
、
八
面
を
有
す
る
。

ぞ
れ
の
面
は
〔
血
で
〕
赤
く
丸
く
見
開
か
れ
た
三
眼
を
有
し
、

主
要
な
面
は の
そ
れ

183 
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育
、
右
〔
の
三
〕
面
は
白
、
青
お
よ
び
育
、
右
〔
の
三
〕
面
は
赤
、
青
お
よ
び

青
、
上
〔
面
〕
は
煙
色
で
ゆ
が
ん
で
い
る
。
す
べ
て
の
面
は
眉
毛
を
曲
げ
牙
を

人間文化

む
い
て
恐
ろ
し
い
。

ロ
パ
、
牛
、
ラ
ク
ダ
、
人

右
の
八
手
が
持
つ
頭
蓋
骨
杯
の
中
に
象
、
馬
、

サ
ラ
バ
獣
お
よ
び
フ
ク
ロ
ウ
が
あ
り
、
左
の
八
手
の
持
つ
頭
蓋
骨
杯
の
中
に
地

ヤ
マ
お
よ
び
ク
ベ

1
ラ
が
い
る
。

天
、
水
天
、
風
天
、
火
天
、
月
天
、
日
天
、

丸
い
耳
飾
り
、
首
飾
り
、
腰
飾
り
、
〔
身
体
に
塗
る
〕
灰
、
〔
切
り
と
ら
れ
た
直

後
の
た
め
血
で
〕
濡
れ
て
い
る
五
十
の
人
頭
の
環
、
腕
飾
り
お
よ
び
足
飾
り
が

〔へ

l
ル
カ
の
〕
飾
り
で
あ
る
。

フ
】
・
ワ
】

中
尊
の
妃
無
我
女

彼
の
妃
無
我
女
(
ナ
イ
ラ

l
ト
マ

l
)

カ
ル
ト
リ
万
と
頭
蓋

は
裸
で
青
く
、

骨
杯
を
持
つ
右
と
左
の
二
管
に
よ
っ
て
世
尊
〔
へ

1
ル
カ
〕
を
抱
き
、
展
左
の

姿
勢
で
踊
り
つ
つ
、
五
つ
の
飾
り
を
有
し
、
赤
く
丸
く
見
開
か
れ
た
三
眼
と
牙

で
恐
ろ
し
い
一
面
を
有
す
る
。
赤
褐
色
の
髪
は
逆
立
っ
て
輝
き
、
額
に
あ
る
五

つ
の
人
頭
、
首
か
ら
垂
れ
る
乾
い
た
人
頭
の
環
、
足
飾
り
な
ど
に
よ
っ
て
飾
ら

れ
て
い
る
。

2・

3

中
尊
の
周
囲
の
八
女
神

東
等
の
〔
四
〕
方
の
花
弁
に
い
る
ブ
ラ
フ
マ

l
、
イ
ン
ド
ラ
、

ヴ
ァ
シ
ュ
ヌ

お
よ
び
ル
ド
ラ
の
心
臓
の
上
に
そ
れ
ぞ
れ
月
輪
が
あ
り
、

そ
の
上
に
ガ
ウ
リ

1

等
が
い
る
。
北
東
な
ど
の
〔
四
維
に
あ
る
〕
花
弁
に
い
る
ヤ
マ
、

ク
ベ

l
ラ、

ナ
イ
ル
リ
ッ
テ
ィ
、

ヴ
ェ

l
マ
チ
ト
リ
ン
の
心
臓
の
〔
上
に
あ
る
〕
月
輪
の
上

184 

に
。フ
ッ
カ
シ
ー
た
ち
が
い
る
。
そ
れ
ら
の
内
、

ガ
ウ
リ

1

2 

は
青
で
、
右
手
に
カ
ル
ト
リ
を
、
左
手
に
ロ

l
ヒ
タ
魚
を

持
つ
。

チ
ャ
ウ
リ

l

(
3
)
 
は
赤
で
、
青
黒
い
器
と
豚
を
右
と
左
の
手
に
持
つ
。

ヴ
ェ

1
タ
l
リ
l

(
4
)
 
は
金
色
で
、
亀
と
「
蓮
華
の
器
」
(
頭
蓋
骨
杯
)

を
右
と
左
に
持
つ
。

ガ
ス
マ
リ

l

(
5
)
 

「
頭
蓋
骨
の
容
器
」
(
ヨ

l
ガ
パ
l
ト

は
緑
で
蛇
と

ラ
)
を
右
と
左
の
手
で
持
つ
。

プ
ッ
カ
シ

1

(
6
)
 
は
青
で
、
ラ
イ
オ
ン
と
斧
を
右
と
左
の
手
で
持
つ
。

シ
ャ
バ
リ
l

(
7
)
 
は
白
で
、
比
丘
と
狐
を
右
と
左
の
手
で
持
つ
。

チ
ャ
ン
ダ

l
リ
1

(
8
)
 
は
空
の
青
色
で
、
円
輪
と
鍬
を
奮
の
よ
う
な
右
と

左
の
手
で
持
つ
。

ド
ー
ム
ビ

l
(
9
)
は
多
色
で
、
金
剛
と
威
嚇
印
を
右
と
左
の
手
に
有
す
る
。

こ
れ
ら
の
八
〔
女
神
〕
は
半
伽
で
踊
っ
て
い
る
。
無
我
女
の
み
が
異
な
っ
た

諸
特
徴
を
備
え
て
い
る
。

へ
l
ル
カ
と
無
我
女
の
族
主
は
阿
閑
で
あ
る
。
ガ
ウ

リ
l
等
〔
の
四
女
神
の
族
主
〕
は
そ
れ
ぞ
れ
阿
閥
、

ヴ
ァ
イ
ロ

l
チ
ャ
ナ
、
ラ

ト
ネ

1
シ
ヤ

(
宝
生
)
、
無
量
光
で
あ
り
、
プ

ッ
カ
シ

1
等
〔
の
四
女
神
〕
も

同
様
で
あ
る
。



3 

二
管
の
へ

l
ル
カ

あ
る
い
は
、
二
管
の
主
尊
[
へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
]
は
、
右
手
を
振
り
上
げ
て

金
剛
を
持
ち
、
左
手
で
金
剛
頭
蓋
骨
杯
を
持
つ
。
カ
ト
ヴ
ァ

l
ン
ガ
を
左
に
か

か
え

無
我
女
に
抱
か
れ
て
い
る
。

4 

四
管
の
へ

l
ル
カ

あ
る
い
は
、

四
管
の
主
尊
[
ヘ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
]

は
、
[
身
色
が
]
青
で
、

右
手
に
金
剛
を
、
左
手
に
血
に
満
た
さ
れ
た
頭
蓋
骨
杯
を
持
ち
、
残
り
の
二
手

で
自
ら
に
似
た
金
剛
亥
母
を
抱
い
て
い
る
。

5 

六
管
の
へ

l
ル
カ

)
 

-1
 

.，』，
，

あ
る
い
は
、
主
尊
は
六
管
で
青
・
白
・
赤
の
中
央
・
右
・
左
の
三
面
を
有

『完成せるヨーガの環』研究仁)(立

し
、
右
の
二
管
に
よ
っ
て
金
剛
と
カ
ル
ト
リ
万
、
左
の
ニ
管
に
よ
っ
て
三
叉
戟

と
鈴
を
持
ち
、
残
り
の
二
皆
に
よ
っ
て
〔
妃
〕
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
シ
ュ
リ
ン
カ
ラ
ー

を
抱
い
て
い
る
。
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
シ
ュ
リ
ン
カ
ラ
l
は
、
身
色
と
管
〔
の
数
〕
に

関
し
て
は
無
我
女
(
ナ
イ
ラ

l
ト
マ

l
)

ジ
ュ
ラ
パ

l
ダ
は
い
う
。

と
似
て
い
る
、

と
ア
ナ
ン
ガ
ヴ
ア

6 

へ
l
ル
カ
と
そ
の
妃
の
姿

こ
れ
ら
の
こ
皆
の
へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
等
は
、
二
重
蓮
華
の
芯
央
に
あ
る
死
体

の
心
臓
の
上
に
あ
る
日
輪
の
上
に
半
蜘
の
姿
勢
で
踊
り
な
が
ら
、
阿
閑
の
化
仏

を
付
け
、
二
重
金
剛
の
付
い
た
燃
え
立
つ
よ
う
な
髪
を
逆
立
た
せ
、
〔
額
は
〕

五
つ
の
首
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
眉
を
曲
げ
、
牙
を
む
い
て
恐
ろ
し
く
、
十
六
管

の
よ
う
に
、
円
輸
な
ど
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
ガ
ウ
リ

1
女
神

〔
の
へ

1
ル
カ
〕

た
ち
に
よ
っ
て
取
り
固
ま
れ
て
い
る
。
女
神
た
ち
は
す
べ
て
灰
を
〔
体
に
〕

塗
っ
て
い
な
い
。
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
ヴ
ァ

1
ラ
1
ヒ
!
と
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
シ
ュ
リ
ン
カ

ラ
l
は
、
阿
閑
の
化
仏
を
付
け
て
い
る
。

7 

真
言

へ
1
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
四
尊
の
心
種
子
は
、
「
フ

l
ン」

で
あ
る
。
「
フ

l
ン

フ
l
ン
、
フ
l
ン
、
フ
ァ

ッ
ト
、
ス
ヴ
ァ

l
ハ
l
」
が
心
真
言
で
あ
る
。
「オ
1

ン
、
デ

l
ヴ
ア

(
神
よ
)
、

フ
1
ン

ピ
チ
ュ
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
、

フ
l
ン、

ン
、
フ
ア
ツ
ト
、

は
十
六
皆
〔
ヘ

1
ル
カ
〕

ス
ヴ
ァ

l
ハ
1
」

の
心
真
言
で
あ

る
。「オ

l
ン
、
三
界
を
降
伏
す
る
者
よ
、

フ
1
ン、

フ
l
ン、

フ
l
ン、

フ
ア
ツ

ト

ス
ヴ
ァ

l
ハ
l
」
は
二
管
の
〔
ヘ
!
ル
カ
の
心
真
言
〕

で
あ
る
。
「オ

1

ン
、
燃
え
立
つ
炎
に

フ
1
ン
、
〔
フ
ア
ツ
ト
、
〕

フ
l
ン

フ
l
ン

ヴ
ァ

1
ハ
l
」

は
四
管
の
〔
ヘ

1
ル
カ
の
心
真
言
〕

で
あ
る
。
「オ

1
ン、

テ
ィ
、

キ
テ
ィ
、

フ
l
ン

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
(
金
剛
よ
)
、

フ
1
ン

フ
l
ン

フ
ア
ツ
ト
、

ス
ヴ
ァ

l
ハ
l
」
は
六
管
の
〔
ヘ

1
ル
カ
の
心
真
一
言
〕
で
あ
る
。 フ

スキ
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「オ

1
ン、

フ
1
ン

ヴ
ァ

1
ハ
l
」

ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
ガ
ス
マ
リ

l
よ
、
オ

1
ン、

は
ガ
ス
マ
リ

l
の
一
切
業
〔
成
就
〕
真
言
で
あ
る
。

ア
1
ハ、

人間文化

第
八
章
注

(
I
)

こ
の
第
八
章
は
、
(
二
無
我
女
(
ナ
イ
ラ

1
ト
マ

1
)
を
妃
と
す
る
十
六

管
の
へ

1
ル
カ
、
(
二
)
無
我
女
を
妃
と
す
る
二
管
の
へ

l
ル
カ
、
(
三
)
金
剛
亥

母
を
妃
と
す
る
四
管
の
へ

1
ル
カ
、
お
よ
び
(
四
)
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
シ
ュ
リ
ン
カ

ラ
ー
を
妃
と
す
る
六
管
の
へ

1
ル
カ
と
い
う
四
種
の
へ

1
ル
カ
を
挙
げ
て
い
る

が
、
第
一
の
へ

l
ル
カ
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
こ
の
章
で
述
べ
ら

れ
る
マ
ン
ダ
ラ
の
中
尊
は
「
へ

1
ル
カ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
へ

1
ル
カ
の
一

種
と
し
て
の
へ

1
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
で
あ
る
。

一
九
世
紀
末
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
の
分
派
ゴ
ル
派
に
お
い
て
そ
れ
ま
で

に
伝
え
ら
れ
て
い
た
マ
ン
ダ
ラ
の
理
論
と
実
際
の
集
大
成
が
な
さ
れ
、
そ
の
成
果

と
し
て
『
タ
ン
ト
ラ
部
集
成
』

1
c
q口
氏
え
ぬ
汗
ロ
コ
定
一

5
(の
ロ
穴
)
が
完
成
し
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
に
基
い
た
マ
ン
ダ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
復
刻
さ
れ
た

(
[
吋

ωの
E
W白老
P
P
A
-
-
C
ロ
0
♀
p

m
・-
z
o
m
cの
E
・同ハ・

ωロ仏、
Hdm
凶口町長
p
目〈・]∞巴一

NN
ム
]
[
円
。
}
お
田
町
の
宮
口
骨
?
、
H
d
R
E
-
-
ハ
白
老
?
ζ
・
。
ロ
己
君
主

ω
E
Z
w
m
-

N
c
c
m
L
ニ
参
照
)
。
巳
)
同
ハ
に
は

一
三
九
点
の
マ
ン
ダ
ラ
が
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
。
巴
宍
の
中
で
へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
は
の
ロ
穴
・

Z
2
・
3ー

-
B
お

よ
び

Z
0
・
-C寸
で
あ
る
。
口
口
同
ハ
・

Z
2
・
Sー
-
0
0
・
-Ch日l
]
8・
]
ミ
の
へ

1
ヴ
ア

ジ
ュ
ラ
は
十
六
皆
、
四
脚
で
あ
る
が
、

z
o
-
-
ミ
以
外
は
四
脚
は
半
伽
の
姿
勢
を

採
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
右
の
二
脚
に
よ
っ
て
立
ち
、
左
の
二
足
は
右
の
腿
に
置

か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

Z
0
・
5
寸
(
円
Z
問。
m
の
F
O
∞∞
W

C

E
。
4
0
に
よ
っ
て
伝

え
ら
れ
た
へ

l
ヴ
ア
ジ
ユ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
の
伝
統
)
は
、

二
脚
は
展
右
、
他
の
二 ス

脚
は
半
伽
の
姿
勢
を
採
っ
て
い
る
。

Z
日
)
ペ
第
八
章
に
最
初
に
述
べ
ら
れ
る
十
六

皆
の
へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
の
脚
は
の
ロ
穴
-
z
o
-
-
ミ
と
似
て
い
る
。
た
だ
本
論
末
の

ガ
ウ
タ
ム
・

R
・
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ

l
チ
ャ

l
ル
ヤ
氏
の
白
描
(
図
2
)
で
は
、

一
つ

の
右
足
が
左
の
腿
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
が
、
の
口
問
ハ
-
z
o
-
-
ミ
で
は
一
つ
の

左
足
が
右
の
腿
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
。

。ロ日ハ
"
Z
o
-
-
O
]
の
へ

1
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
は
一
面
、

二
管
で
あ
り
、

z
o
-
-
C
N
で

は
一
面
、
四
管
で
あ
り
、

Zo--oω

で
は
三
面
、
六
管
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

の
巴
穴
に
は

Z
司
ペ
と
同
様
、
四
種
の
へ

1
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
が
収
め
ら

れ
て
い
る
。

『へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
お
よ
び

訳
に
つ
い
て
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
ロ
・
「
∞
ロ
色
白
円
。
〈
0

・同

JZ
司

sa.3

同J
Q
S円
1

R

A

町
立
丘
町
Q
N
h
h
N
h門
N
N
K
W
N

同)山凶円門田植

C
M内
『
。
『
(
】
巴
邑
〈
め
円
巴
守
司
『
め
∞
∞
-
]
∞
m
h
r
c
・

さ・同
UR『
O
ぜ

〈

貯

円

-zgop
同コ言〔
U
S
S
Q
N
ミ
町
的
認
可
H

S

ミ，

S
ぬ
司

gh勾.
1
Q

可
。
ミ
ー
P
Z
2
-
z
-
田山口白円包【田山田印噛

]SN・

(
2
)

「
ヒ
ラ
ニ
ヤ
ガ
ル
パ
」
(
金
胎
)
は
ブ
ラ
フ
マ

1
を
意
味
す
る
。

(
3
)

「
プ
ラ
ン
ダ
ラ
」
(
[
敵
の
]
町
(
プ
ラ
)
を
壊
す
者
)
と
は
、
シ
ヴ
ア
な
ど

を
意
味
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
イ
ン
ド
ラ
を
指
す
。

(
4
)

へ
1
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
の
一
本

一
本
の
足
が
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
、
シ
ヴ
ァ
、
ブ
ラ
フ

マ
1
お
よ
び
イ
ン
ド
ラ
そ
れ
ぞ
れ
の
心
臓
の
上
に
あ
る
日
輸
の
上
に
置
か
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
の
主
要
神
を
四
魔
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

を
踏
み
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
四
魔
(
巴
ぬ
〈
ω
E
ω
5・
宮
山

E
ロ
ωBhFE-

-
ρ
o
E
E
U
E
お
よ
び
∞
片
山
口
♀

E
呂
町
山
)
を
死
滅
さ
せ
る
と
い
う
仏
教
の
修
行
過

程
を
語
る
と
と
も
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
に
対
す
る
対
抗
的
態
度
を
も
表
し
て
い

マ令
。
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こ
こ
で
は
四
本
の
足
が
そ
れ
ぞ
れ
四
魔
の
そ
れ
ぞ
れ
を
踏
み
つ
け
て
い
る
と
理



解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
の
三
本
の
足
と
妃
の
一
本
の
足
が
四
魔

を
踏
み
つ
け
て
お
り
、
妃
の
も
う
一
本
の
脚
は
へ

1
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
の
腰
に
か
か

り
、
へ

l
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
の
第
四
の
脚
は
半
伽
す
な
わ
ち
「
地
に
つ
い
て
い
な
い
」

の
で
あ
る
。

(
5
)

サ
ラ
パ
(
包
『

ωσ
町
印
)
は
翼
を
有
す
る
伝
説
上
の
獣
で
あ
る
が
、
こ
の
獣
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
立
川
武
蔵
編
『
マ
ン
ダ
ラ
ー
ー
チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ

1
ル

の
仏
た
ち
|
|
』
国
立
民
族
学
博
物
館
、
二

O
O三
年
二
三
頁
を
参
照
さ
れ
た

、町、E
，，，，l
 
l
 
!
 

こ
れ
ら
の
病
や
不
幸
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
八
種
の
獣
と
そ
れ
ら
に
対
治
す
る

も
の
で
あ
る
八
人
の
神
に
つ
い
て
は
、
長
野
泰
彦
編
『
国
立
民
族
学
博
物
館
蔵
青

木
文
教
師
将
来
チ
ベ
ッ
ト
民
族
資
料
目
録
』
国
立
民
族
学
博
物
館
、
一
九
八
三

年
、
二

0
1
一
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
)
回

}YN-wpd〈と
E
-
S円
E
5
b
u
E
一
戸

N
C
F
∞
一
〈
と

E
片
山
『

E
〈
E
E
E
F
E
B

E
E
-
ω
4一
(UWN寸
σ
w
h
r
g』
E
}向日
E
S
E
b
σ
E
B
E
E
b
p
]
?
C
に
従
う
。

(
8
)

ア
ナ
ン
ガ
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
パ

1
ダ
は
八
十
四
成
就
者
の
一
人
で
あ
る
。
彼
は
東

ビ
ハ

1
ル
お
よ
び
西
ベ
ン
ガ
ル
に
位
置
し
た
ガ
ウ
ダ
の
自
』
【
古
出
身
で
あ
り
、
低

カ

l
ス
ト
に
属
し
、
へ

l
ヴ
ア
ジ
ユ
ラ
崇
拝
の
伝
統
と
も
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ

る
(
宍
・
巴
0
4く

E
8・
ミ

g
E
ヨ
ミ
ミ
S
Qヨミ「
8
・∞

E
Z
巴
E
S
E
q
o『
Zσ
宅

J

ヘ
。
『
宵
司
『
O
出
子
]
叩
∞
戸
田
)
・

ω寸
(
)
)
。

回

F
N
]
u
E
一
g
-
q
E【H
r
p
-
N
m
y
-
-長
『
勧
告
・

E
に
従
う
。

国
『

f
N
]咽
-
U
一
0
・
N]my
印
一
四
宮
山
田

Em凶
Z
E
一
(
Y
N∞
my
町
一
戸
-
∞

σ
・
hT

C
お
よ
び

E
に
従
う
。

6 
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第
九
章

マハ
i
マ
l
ヤ
l

・
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

マ
ハ

l
マ
1
ヤ
1
・
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
金
剛
龍
の
中
央
に
あ
る
法
源
の

中
の
楼
閣
の
中
心
に
〔
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
ー
が
い
る
。
〕

「
金
剛
寵
の
中
央
に
楼
閣

が
あ
る
」

と
あ
る
者
は
い
う
。
楼
閣
の
中
央
に
赤
い
八
弁
蓮
華
が
あ
り
、

そ
の

芯
央
の
上
の
日
輪
の
上
に
「
マ
ハ

l
マ
l
ヤ
l
」
(
大
幻
)

と
呼
ば
れ
る
へ

1

lレ
カ

(
l
)
が
い
る
。
青
黒
い
[
身
で
]
赤
の
光
を
放
ち
、
炎
輪
に
固
ま
れ
、

念
怒
相
を
有
し
、

だ
い
だ
い
色
の
逆
立
っ
た
髪
を
輝
か
せ
、
頭
蓋
骨
の
冠
を
被

る
。
青
・
黄
・
白
・
緑
の
中
央
・
右
・
後
・
左
の
四
面
を
有
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
面
は
赤
く
見
開
か
れ
た
三
眼
を
有
し
、

四
管
を
有
す
る
。
右
の
二
管
で
頭
蓋

骨
杯
と
矢
を
、
左
の
二
管
で
カ
ト
ヴ
ァ

l
ン
ガ
と
弓
を
持
ち
、
六
つ
の
飾
り
に

飾
ら
れ
、
人
皮
の
衣
を
ま
と
い
、
半
伽
で
踊
る
。

赤
い
光
を
放
つ
栄
え
あ
る
ブ
ッ
ダ
・
ダ

1
キ
ニ

1
は
、
夫
[
マ
ハ

1
マ
l

ヤ
1
]
と
同
じ
武
器
を
持
ち
、
彼
の
首
を
二
本
の
腿
で
抱
き
、
赤
・
黄
・
白
・

緑
の
〔
四
〕
面
を
有
す
る
。

2 

四
方
の
花
弁
の
女
神

2
)
が
い
る
。
青

東
方
の
花
弁
に
は
青
い
ヴ
ア
ジ
ュ
ラ
・
ダ
ー
キ
ニ

l

黄
・
白
・
緑
の
〔
四
〕
面
を
有
し
、
〔
右
二
手
に
〕
金
剛
、
頭
蓋
骨
杯
、
〔
左
二
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手
に
〕
鈴
、

カ
ト
ヴ
ァ

1
ン
ガ
を
持
つ
。

南
方
の
花
弁
に
は
黄
の
ラ
ト
ナ
・
ダ
ー
キ
ニ

l

(
3
)
が
い
る
。
黄
・
青

人間文化

白
・
緑
の
〔
四
〕
面
を
有
し
、
{
玉
、
傘
、
三
叉
戟
お
よ
び
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
印
の

付
い
た
旗
を
首
に
か
け
て
持
つ
。

(
4
)
が
い
る
。
白
・
黄
・

青
・
緑
の
〔
四
〕
面
を
有
し
、
二
重
蓮
華
、
矢
、
頭
蓋
骨
杯
、
弓
を
持
つ
。

西
方
の
花
弁
に
は
白
い
パ
ド
マ
・
ダ

l
キ
ニ

1

が
い
る
。

緑
・
黄
・
白
・
青
の
〔
四
〕
面
を
有
し
、
剣
、
ダ
マ
ル
太
鼓
、
索
、
頭
蓋
骨
杯

北
方
の
花
弁
に
は
緑
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
ダ
ー
キ
ニ

I

(
5
)
 

を
持
つ
。

彼
女
ら
す
べ
て
は
五
つ
の
飾
り
を
付
け
、
月
輪
に
立
ち
輝
い
て
い
る
。
他
の

点
は
主
尊
と
同
じ
で
あ
る
。

3 

族
主

主
尊
[
マ
ハ

1
マ
l
ヤ

1
]
の
族
主
は
阿
関
で
あ
る
。
プ
ッ
ダ
・
ダ

l
キ

ニ
l
等
の
〔
族
主
〕

は
順
次
、
主
尊
(
阿
閑
)
、
阿
閥
、
ラ
ト
ネ

1
シ
ャ

生)、

(
無
量
光
)
、
不
空
で
あ
る
。

ヴ
ァ

l
ギ
l
シ
ヤ

世
尊
〔
マ
ハ

1
マ
1
ヤ

l
〕

「フ

1
ン」

で
あ
る
。
心
[
真

の
心
種
子
は

言
]
は

フ
l
ン、

で
あ
る
。
ブ
ッ
ダ
・
ダ

l
キ
ニ

l
等

「オ
l
ン、

フ
1
ン」

の
〔
心
真
言
〕

オ
l
ン

オ
l
ン、

ス
ヴ
ァ

l

フ
l
ン、

は

「オ
l
ン、

フ
1
ン

オ
1
ン

ア

1
ハ

フ
1
ン」

で
あ
る
。
ヴ
イ
シ

ュ
ヴ
ァ
・
ダ

l
キ

ニ
1
の
一
切
業
真
言
は

「オ

1
ン、

で
あ
る
。

フ
l
ン」

/¥ 
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第
九
章
注

(
l
)

マ
1
ヤ
1
(幻
)
と
は
、
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
の
、ヴ
ェ
ー
ダ
l
ン
タ
学
派
に
お
い

て
す
で
に
シ
ャ
ン
カ
ラ
(
約
八
世
紀
)
の
時
代
に
重
要
な
概
念
で
あ
っ
た
。
シ
ャ

ン
カ
ラ
の
「
不
二
一
元
論
」
(
第
二
の
も
の
〈
世
界
〉
は
な
く
第
一
の
も
の
〈
ブ

ラ
フ
マ
ン
〉
の
み
が
存
す
る
と
い
う
説
)
で
は
、
現
象
世
界
が
存
在
す
る
か
の
よ

う
に
見
え
る
の
は
根
本
原
理
ブ
ラ
フ
マ
ン
の
有
す
る
幻
(
マ

l
ヤ
l
)
の
力
に
よ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ャ
ン
カ
ラ
以
前
に
お
い
て
も
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
に
お
い
て

は
、
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
は
実
在
の
も
の
で
な
く
、
例
え
ば
ブ

ラ
フ
マ
ン
と
い
っ
た
原
理
が
人
々
に
見
せ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
、
す
な
わ
ち

幻
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
す
で
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
幻
と
し
て
の
現
象
と

い
う
考
え
方
は
、
仏
教
の
影
響
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
後
世
、
仏
教

に
お
い
て
密
教
的
要
素
が
強
ま
る
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
の
要
素
を
仏
教
が
受
け

取
っ
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
こ
の
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
・
マ
ン
ダ
ラ
に
は

明
ら
か
に
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
、
特
に
ヒ
ン
ド
ゥ

l
の
女
神
崇
拝
の
影
響
が
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

>-'-一・

玉

「
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
」
は
、
七
世
紀
頃
の
成
立
と
推
定
さ
れ
る
ヒ
ン
ド
ゥ

1
の

女
神
崇
拝
の
聖
典
『
女
神
の
偉
大
さ
』
(
デ

1
ヴ
ィ

1
マ
l
ハ
1
ト
ミ
ヤ
)
に
登

場
す
る
女
神
の
名
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
女
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
の
「
ヨ

1

ガ
の
睡
り
」
で
あ
り
、
世
界
の
創
造
者
プ
ラ
フ
マ

1
や
破
壊
者
シ
ヴ
ァ
を
も
睡
ら

せ
る
(
立
川
武
蔵
・
石
黒
淳
・
菱
田
邦
男
・
島
岩
『
ヒ
ン
ド
ゥ

l
の
神
々
』
せ
り

か
書
房
、

一
九
八
一
年
、
一
三
七
頁
)
。

『
女
神
の
偉
大
さ
』
は
三
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
分
か
れ
、
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
l
が
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登
場
す
る
の
は
第

一
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
お
い
て
で
あ
る
が
、

G
・
ラ
オ
は
『
女
神

の
偉
大
さ
』
の
あ
る
版
で
は

「マ

ハ
1
マ
1
ヤ
1
が
大
女
神
マ
ハ

1
カ
1
リ
1
の

一
つ
の
す
が
た
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
(
0
・

E
0・
巳
ぬ

3
3な
久
足
口
氏
ロ

』

18コ。
h

刊
誌
一刊誌

Gw
〈
O]
・
-w
何

)
ω
2
F
玄
O
E己
目
印
口
町
凶
『
mEω
∞
回
咽

-
E
ム
(
号
円
・
]
∞
∞
印
)
暗

唱・

ωω
印)。

N
・
K
・
バ
ッ
タ
サ
リ
は
ラ
オ
の
紹
介
し
た
版
の
『
女
神
の
偉
大
さ
』

に
登
場
す
る
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
の
彫
像
が
ダ
ッ
カ
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
と

門
sa匂
コ
忌
ヨ
門
S
Rミ
h
n
に
す

E
3
h・
〉
『
ヨ
百
四
o
o
w回
目

E
2
D巳
5
ロ巳・

Z
ぬぜ〈

巴
巳
E
・
NGC-(『宮・

5
N
P
U
R
S
)
w
E
L・
円
以
円
〈
)
。
こ
の
像
で
は
、
リ
ン
ガ
か
ら

上
半
身
を
浮
き
あ
が
ら
せ
た
姿
で
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
『
女
神
の
偉
大
さ
』
に

登
場
す
る
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
が
常
に
リ
ン
ガ
か
ら
浮
き
あ
が
る
姿
で
表
現
さ
れ
る

か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ネ
パ

1
ル
で
は
「
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
」
と
呼
ば
れ
る

女
神
が
リ
ン
ガ
を
伴
わ
な
い
多
管
坐
像
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
女

神
が
『
女
神
の
偉
大
さ
』
に
登
場
す
る
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
ー
で
あ
る
か
否
か
も
は
っ

き
り
し
な
い
。

『
女
神
の
偉
大
さ
』
の
第
三
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
最
後
に
女
神
チ
ャ
ン
デ
ィ
カ

l

(
マ
ハ

1
カ
1
リ
1
)
が
次
の
よ
う
に
讃
え
ら
れ
る
。
「
彼
女
は
こ
の
全
世
界
を
惑

わ
す
。
こ
の
全
世
界
を
産
む
の
は
彼
女
で
あ
る
(
三
四
)
。
こ
の
プ
ラ
フ
マ
ン
の

卵
(
全
世
界
)
は
隅
々
ま
で
彼
女
に
遍
満
さ
れ
て
い
る
(
三
五
)
」
(
小
倉
泰
・
横

地
優
子
訳
『
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
の
聖
典
二
篇
』
平
凡
社
、
二

O
O
O年
、
二

一
四

頁)。元
来
『
女
神
の
偉
大
さ
』
は
ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
に
お
い
て
男
神
崇
拝
の
勢
力
に
か

げ
り
が
見
え
始
め
た
時
代
の
産
物
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
女
神
ド
ゥ
ル
ガ

1
が
男
神

た
ち
の
力
を
も
凌
ぐ
者
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
も
こ
の
大
女

神
の

一
つ
の
す
が
た
と
し
て
登
場
す
る
。

Z
H】
ペ
第
九
章
「
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
l
・
マ
ン
ダ
ラ
」
は
、
『
女
神
の
偉
大
さ
』
に

登
場
す
る
女
神
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
!
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
か
は
明
ら
か
で
は
な

い
が
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
(大
幻
)
・
タ
ン
ト
ラ
』
ミ
Q
b
o
s
b
q
b
E
ミ
S
(冨
叶
)
(
デ

ル
ゲ
版
四
二
五
番
、
台
北
版
十
六
巻
四
二
五
番
)
は
三
章
に
分
か
れ
る
(
第
一

章
、
デ
ル
ゲ
版

Z
目白・

5
寸

P
∞
1
5
8・
P
第
二
章

Z
m∞・

5
g・ム
1
5
8・
N・
第

三
章

Zmω
・
-
Sダ
N

ーコ
-
0
・
])
。
第
一
章
は
、

「『ヨ

1
ギ
ニ

l
の
長
で
あ
る
大

明
妃
』
の
中
の
究
極
的
な
悟
り
の
相
を
示
す
章
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

『
マ
ハ

l
マ
1
ヤ
1
・
タ
ン
ト
ラ
』
が
『
ヨ

l
ギ
ニ

l
の
長
で
あ
る
大
明
妃
』
と

も
呼
ば
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
タ
ン

ト
ラ

の
第
一
章
第
四
倍

(
Z宮
・
5
叶

σ
w
N
ω)

は
次
の
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち

「
動
く
も
の
と
動
か
な
い
も
の
(
動
物
と
植
物
、
ま
た
は
生
物
と

無
生
物
)
を
含
む
党
卵
(
宇
宙
)
全
体
に
遍
満
し
て
い
る
彼
女
は
、
一
切
の
女
神

た
ち
を
生
起
さ
せ
る
も
の
に
し
て
、
ブ
ラ
フ
マ
ン
等
の
中
の
偉
大
な
る
者
で
あ

る
」
(
奥
山
直
司

「
マ
ハ

1
マ
1
ヤ
1
・
タ
ン
ト
ラ
|
|

男
神
の
形
を
し
た
女
神

|
|
」

『
イ
ン
ド
後
期
密
教
』
(
下
)
(
松
長
有
慶
編
)
春
秋
社
、

二
O
O六
年
、

一二
五
頁
)
。

今
引
用
し
た
箇
所
と
先
に
引
用
し
た

『
女
神
の
偉
大
さ
』
の
箇
所
と
を
比
較
す

れ
ば
、
後
者
が
前
者
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

「
マ
ハ

l
マ
1
ヤ
l
」
と
い
う
女
性
名
詞
は
、

Z
同
】
ペ
第
九
章
で
述
べ
ら
れ
る

「
マ
ハ

l
マ
1
ヤ
1
・
マ

ン
ダ
ラ
」
の
主
尊
と
し
て
登
場
す
る
男
尊
の
名
称
で
も

あ
る
。
こ
の
マ
ン
ダ
ラ
の
主
尊
は
、
か
の
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
の
女
神
の
名
称
で
呼
ば

れ
る
「
男
神
」
な
の
で
あ
り
、
ブ
ッ
ダ
・
ダ

1
キ
ニ
1
を
妃
と
し
て

い
る
男
神
で

あ
る
。
仏
教
タ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
マ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
は
中
尊
と
し
て
の
男
尊
と
し

て
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
こ
の
男
神
は
む
し
ろ

「現
象
世
界
を
立
ち
あ
が
ら
せ
て

189 
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い
る
力
(
幻
力
)
と
そ
の
力
に
よ
っ
て
形
を
採
る
素
材
(
世
界
の
質
量
因
)
」
と

い
う
両
面
を
有
す
る
女
神
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(
2
)

冨
↓
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
(
デ
ル
ゲ
版

Z
宮
・
コ
E
L
)
に
よ
っ
て
補
う
。

(
3
)

冨
↓
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
(
デ
ル
ゲ
版

Z
宮・

-gσ
・
寸
)
に
よ
っ
て
補
う
。

(
4
)

冨
↓
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
「
南
方
の
女
神
の
手
に
、
傘
、

三
叉
戟
、
宝
、
旗

が
あ
る
」
(
デ
ル
ゲ
版

Z
宮・

3
0
p
]
)
と
あ
り
、
右
手
の
持
物
と
左
手
の
持
物

と
を
区
別
し
て
い
な
い
。

(
5
)

豆
、
吋
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
「
西
方
の
女
神
の
手
に
、
弓
、
矢
、
二
重
蓮
華
、

頭
蓋
骨
杯
が
あ
る
」
(
デ
ル
ゲ
版

Z
宮
・
コ

E
L
N
)
と
あ
る
。
弓
と
矢
の
両
方

を
右
の
二
子
(
管
)
あ
る
い
は
左
の
二
手
が
持
つ
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
お

そ
ら
く
は

Z
司
ベ
に
述
べ
ら
れ
る
始
め
の
二
点
(
二
重
蓮
華
と
矢
)
が
右
の
二

子
、
後
の
二
点
(
頭
蓋
骨
杯
と
弓
)
と
が
左
の
二
手
に
有
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。

人間文化

(
6
)
ζ
↓
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
「
北
方
の
女
神
の
手
に
、
剣
、
索
、
ダ
マ
ル
太

鼓
、
頭
蓋
骨
杯
が
あ
る
」
(
デ
ル
ゲ
版

Z
包・

3
0
P
N
)
と
あ
る
。

第
十
章

ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ

楼
閣
と
中
尊

世
尊
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
九
尊
の
マ
ン
ダ
ラ
に
あ
っ
て
は
、
金
剛
寵
の
中
の
法

源
の
内
部
に
建
て
ら
れ
た
楼
閣
の
内
部
に
二
重
蓮
華
が
あ
り
、

そ
の
花
芯
の
上

に
置
か
れ
た
死
体
の
心
臓
の
上
の
日
輪
に
妃
を
伴
わ
な
い
世
尊
〔
ブ
ッ
ダ
カ

パ
l
ラ〕

(
l
)
が
い
る
。
〔
身
〕
色
等
は
、
後
(
第
十
三
章
)
に
述
べ
る
三
重

の
輪
〔
の
中
〕
に
い
る
栄
え
あ
る
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
と
同
じ
で
あ
る
。

190 

2 

八
方
の
花
弁
の
女
神
た
ち

東
・
南
・
西
・
北
方
の
蓮
華
の
花
弁
に
順
次
、

(
2
)
 

チ
ト
ラ
セ

l
ナ
1

カ

1
ミ
ニ

1

(
3
)
 

サ
ウ
パ
ド
ラ

1

(
4
)
 

パ
l
タ

1
ラ
ヴ
ァ

1
シ
ニ

1

(
5
)
が
い
る
。
〔
身
体
の
〕
色
は
青
で
、
展
左
の
姿
勢
で
立
ち
、
虎
皮
を
ま
と

い
、
右
の
二
手
に
カ
ル
ト
リ
万
と
頭
蓋
骨
杯
を
、
左
の
二
手
に
カ
ト
ヴ
ァ

1
ン

ガ
と
ダ
マ
ル
太
鼓
を
持
つ
。

北
東
・
東
南
・
南
西
・
西
北
の
花
弁
に
は
シ
ャ
ウ
ン
デ
イ
二

1

(
6
)
 

チ
ャ
ト
ゥ
ル
ブ
ジ
ャ
ー

(
7
)
、

(
8
)
、
ピ

ア

l
カ

1
シ
ャ
ヴ
ァ

l
シ
ニ

1

タ
ー
ム
パ
ラ

l

(
9
)
が
い
る
。
黄
色
の
光
線
を
キ
ラ
キ
ラ
と
放
ち
、
展
右
の

姿
勢
で
立
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
八
匹
の
蛇
王
を
〔
頭
の
〕
飾
り
と
し
て
、
右
の
二
手

に
カ
ル
ト
リ
万
と
、
ダ
マ
ル
太
鼓
を
持
ち
、
左
の
二
子
に
カ
ト
ヴ
ァ

1
ン
ガ
と

「
蓮
華
の
器
」
(
カ
パ
l
ラ
)
を
持
つ
。

こ
れ
ら
の
八
母
神
す
べ
て
は
日
輪
の
上
で
踊
り
、
燃
え
あ
が
る
よ
う
な
赤
褐

色
の
髪
を
逆
立
た
せ
、
頭
に
五
つ
の
頭
蓋
骨
の
環
を
付
け
、
五
つ
の
〔
骨
〕
飾

り
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
五
十
の
人
の
生
首
の
環
を
首
か
ら
掛
け
て
、

わ
ず
か
に

牙
を
む
き
、
三
限
、

一面、

四
管
で
あ
る
。



3 

族
主

世
尊
〔
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
の
額
〕
に
は
阿
閑
等
の
五
仏
〔
の
化
仏
〕
に
よ
っ

て
飾
ら
れ
て
い
る
。
チ
ト
ラ
セ

l
ナ
l
等
は
そ
れ
ぞ
れ
阿
閥
、
大
日
、
宝
生
、

よ無
つ量
て2光
飾〔
らの
れ化
て仏
し) ¥__j 

る に
。よ

てコ

て

シ
ャ
ウ
ン
デ
ィ

l
等
も
彼
ら
〔
の
化
仏
〕
に

4 

神
々
の
姿

あ
る
い
は
、
こ
の
世
尊
〔
ブ
ッ
ダ
カ
パ

I
ラ
〕
お
よ
び
四
方
の
女
神
た
ち
は

白
で
あ
り
、

四
維
の
女
神
た
ち
は
赤
で
あ
る
。
世
尊
は
妃
を
伴
う
と
き
も
、
伴

わ
な
い
と
き
も
あ
る
。

、
目』
ノ

ー『

az''

第
十
章
注
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(
l
)

ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
を
主
尊
と
す
る
マ
ン
ダ
ラ
は
、

Z
司
ペ
で
は
第
十
章
お
よ

び
第
十
三
章
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
、
主
尊
と
彼
を
囲
む
八
女

神
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
マ
ン
ダ
ラ
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
第
十
三
章
で
は
主
尊
と

彼
を
三
重
に
囲
む
二
十
四
尊
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
マ
ン
ダ
ラ
が
述
べ
ら
れ

マ。。

カ

パ

l
ラ

「ブ

ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
」
と
は
文
字
通
り
に
は
仏
陀
の
頭
蓋
骨
杯
を
意
味
す
る

が
、
こ
の
名
称
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ

る
。
ヒ
ン
ド
ゥ

1
教
の
シ
、
ヴ
ァ
派
の
分
派
に
カ

l
パ
l
リ
カ
派
が
あ
っ
た
こ
と
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
派
の
者
た
ち
は
カ
パ

1
ラ
を
常
に
所
持
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
用
い
た
と
い
う
。
こ
の
派
と
仏
教
の
尊
格
で
あ
る
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ

崇
拝
と
の
聞
に
関
係
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ブ
ッ
ダ
の
舎
利
や
歯
に
対
す
る
崇
拝
は
仏
教
史
に
お
い
て
今
日
ま
で
続
い
て
い

る
が
、
仏
教
タ
ン
ト
リ
ス
ト
た
ち
の
中
で
は
、
茶
毘
の
後
の
舎
利
で
も
な
く
、
人

体
か
ら
抜
け
落
ち
る
可
能
性
の
あ
る
歯
で
な
く
、
人
骨
の
中
で
も
っ
と
も
聖
性
の

度
の
強
い
頭
蓋
骨
を
崇
拝
し
た
一
派
が
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
仏
教
タ
ン
ト
リ
ズ

ム
は
時
代
が
下
る
と
と
も
に
、
土
着
的
地
方
的
伝
統
を
吸
収
し
て
い
っ
た
。
そ
れ

ら
の
伝
統
の
中
に
は
、
密
教
以
前
の
仏
教
が
忌
避
し
て
い
た
血
の
儀
礼
や
皮
の
儀

礼
が
あ
っ
た
が
、
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
崇
拝
は
骨
の
儀
礼
の
要
素
を
強
く
持
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

『
ブ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ

・
タ
ン
ト
ラ
』
切
に
弘
氏
、
S
T
H
E
H
E
Eミ
ミ
(
回
、
吋
)
(
デ
ル
ゲ

版
四
二
四
番
、

Z
官

-zu・
7
5寸
p
p
台
北
版
十
六
巻
四
二
四
番
)
は
、
各
章

の
終
り
に
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
ヨ

l
ギ
ニ
ー
た
ち
の
以
前
に
は
[
明
さ
れ
]

な
か
っ
た
秘
密
の
中
の
秘
密
」

(
Z官・

5
c
p
弁

3
2
-
dち
『
自
色
m
O
E
m
E

目
。
己
目
)
印

m
g
D
m
σ
m己
ヨ
ー
ロ
回
田
町
E
E
m∞
ωロ
mσω)
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
タ
ン
ト
ラ
は
母
タ
ン
ト
ラ
に
属
す
。

こ
の
タ
ン
ト
ラ
は
十
四
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
九
章
に
は
回
、
叶
の

行
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
頭
蓋
骨
杯
に
載
せ
た
も
の
を
食
べ

て
、
ど
こ
に
あ
っ
て
も
何
時
で
も
喜
び
の
心
を
保
つ
者
は
大
印
契
(
マ
ハ

l
ム
ド

ラ
1
)
つ
ま
り
究
極
的
な
悟
り
に
至
る
と
述
べ
ら
れ
て
あ
る
(
ロ
ω・
50σ
湖

町

|

∞
)
。
こ
の
記
述
は
、
先
に
述
べ
た
カ

1
パ
l
リ
カ
派
と
の
近
似
性
を
窺
わ
せ
る
。

ま
た
「
〔
『
プ
ッ
ダ
カ
パ

1
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
の
教
義
を
〕
聴
く
だ
け
で
飾
ら
れ

た
大
マ
ン
ダ
ラ
の
中
央
に
お
い
て
世
尊
の
カ
パ

l
ラ
(
頭
蓋
骨
)
が
裂
け
て
究
極

の
も
の
が
現
わ
れ
る
」
(
デ
ル
ゲ
版
、
。
ω・
エ
ム
印
w
N
)

と
あ
る
。

Z
日
)
ペ
第
十
三
章
に
述
べ
ら
れ
る
ブ
ッ
ダ
カ
パ

l
ラ
・
マ
ン
ダ
ラ
は
、
回
、
吋
第
七

章
(
デ
ル
ゲ
版
、

Z
由。・

5
J
L
-印
∞
グ
白
)
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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図 l

第七章 ヴアジュラームリタ・マンダラ

(以下、第十章までのマンダラ図は GautamR. 

Vajrヨcharyaによって Ni:;pαnnαyogavαlfに基

づいて描かれたものである。 [Tachikawaand 

Ito 2006: 218-229J参照)
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第八章九尊へールカ ・マンダラ
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